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平成 22年 12 月期業績予想の修正および特別損失の計上に関するお知らせ 
 

 最近の動向を踏まえ、昨年２月12日に公表した平成22年12月期の連結業績予想を修正するととも
に、下記のとおり特別損失を計上することになりましたのでお知らせいたします。 
 

記 

１． 業績予想の修正について 

 

平成22年12月期の連結業績は、売上高、営業利益、経常利益および当期純利益のいずれも前期を 

上回る見込みですが、以下のとおり各数値に前回発表予想と差異が生じておりますので、お知らせ

いたします。 

 

当期連結業績予想数値の修正（平成22年１月１日～平成22年12月31日） 
       

（金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 39,360 1,360 1,060 640 4.53 

今 回 発 表 予 想（Ｂ） 35,830 2,230 990 600 4.57 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △3,530 870 △70 △40 ─ 

増 減 率            （％） △9.0％ 64.0％ △6.6％ △6.3％ ─ 

(ご参考) 前期実績 
（平成21年12月期） 

34,191 525 602 486 3.16 

 

(修正の理由) 

 売上高につきましては、国内外において積極的なソリューション販売を強化し、かつパートナー

との連携で売上拡大を図った結果、連結売上高は前年度を若干上回る見込みです。しかし、為替相

場（ドル円）の急激な円高により海外売上高の円換算額が減少したことから、通期の連結売上高は

前回発表予想を下回る見込みです。 

 営業利益につきましては、売上総利益が大幅に増加したことから前回予想を大幅に上回る見込み

です。これは、ソリューション販売により利益率の高い付加価値サービスや高収益製品の販売が増

加したこと、また円高により国内における仕入原価が減少したことなどによるものです。 

 なお、急激な円高により、営業外費用として為替差損約12億円を計上いたします。これは経常利

益および当期純利益の減益要因となることから、経常利益および当期純利益は前回予想を若干下回

る見込みです。 
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２．配当予想の修正について 

 配当予想につきましては、期末配当として１株当たり２円の予想を変更しておりません。 
 

３．特別損失の計上について 

欧州子会社におけるリストラクチャリング費用として、第４四半期連結会計期間において事業再

編損37百万円が発生しましたので、平成22年12月期通期において、１億６百万円を特別損失として

計上いたします。 

 

（注） 上記の予想は現時点で入手可能な情報に基づいたものであり、実際の業績は今後さまざまな要因によ

って異なる可能性があります。 

 

以 上  


